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１．はじめに 

 本工事は，都心部の交差点直下において，地下歩

行者用通路（延長約 65m）と熱供給ラインを引き込

むための DHC（地域冷暖房）洞道を開削工法にて構

築するものである（図－１，図－２）。 

 本工事の特徴としては，当該交差点部に非常に多

くの地下埋設物が存在していること，既存ビルや既

存地下道などの構造物が近接していること，地下水

位以下を開削工法で掘削することなどが挙げられる。 

 本稿では，埋設物を考慮した地下道工事の仮設計

画について述べる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－１ 開削範囲全体平面図 

 

 

 

 

 

 

図－２ 地下歩行者通路躯体断面図（A－A断面） 

 

２．本工事の課題 

 本工事の仮設計画を立てる上で，以下の３点が課

題であった。 

① 埋設物を考慮した土留め壁の構築 

② 地下水位以下掘削時の遮水性の確保 

③ 周辺構造物への影響抑制 

 上記課題の解決策を以下に示す。

３．解決策 

（１）「親杭横矢板工法＋薬液注入工法」の採用 

 埋設物が輻輳しているため，遮水性を有する鋼矢

板などの連続した土留め壁を打設するには，埋設物

の移設等が多数必要になり，採用が困難であった。

そこで，杭配置の変更が比較的容易な親杭横矢板工

法を採用し，実際の埋設物の位置に合わせた見直し

が可能な計画とした。また，背面に薬液注入工法に

よる遮水壁を造成することで，遮水性を有する土留

め構造とした（図－３，図－４）。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－３ Ａ部拡大平面図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－４ 開削部断面図（A－A 断面） 
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遮水壁の厚さは，側圧が最も大きい掘削床にお

いて，設置済みの横矢板と底盤改良間の縦方向の

距離（1.0m）をスパンとして検討し，最小改良厚

（1.5m）で安全性を確保できることを確認した（図

－５）。また，横矢板は先掘り量を最小限に抑え

て掘削と共に順次設置することで，安全性に配慮

した計画とした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－５ 遮水壁厚さ検討概要図（断面図） 

 

（２）「掘削底面全面改良」の採用 

 本工事では GL-7～12m 程度の深度まで掘削す

るが，当該箇所の地層は GL-40m 程度まで砂層・

礫層が連続しているため，遮水壁下部からの地下

水の流入が懸念された。そのため，遮水壁を

GL-40m 以深まで延長するか，掘削底面を全面改

良する必要があった。遮水壁の延長は不経済とな

るため，掘削底面の全面改良を採用した。 

改良工法は，底盤改良として地盤の強度増加を

図ることができ，土留め壁の変形を大幅に抑制す

ることが可能な高圧噴射攪拌工法を採用した。な

お，高圧噴射攪拌工法は，排泥量が少なく環境負

荷を低減でき，改良体の曲げ強度が大きく改良厚

を低減可能な OPT‐JET 工法を採用した。 

（３）「０段梁」の採用 

 近接する周辺構造物への影響抑制のため，土留

め壁の変位抑制対策として，以下の３案を検討し

た。①土留め壁剛性の増加＋土留め支保工の増加，

②先行地中梁の追加，③覆工受桁の 0 段梁利用。 

①については道路規制の制約上，施工機械が大

型化するため施工が困難であった。②については

掘削時に改良体を撤去しながら掘削する必要があ

り，コスト・工期ともに増加することが見込まれ

た。そこで，③の路面覆工の覆工受桁を０段梁と

して考慮した仮設構造を採用し，土留め壁自立時

の変形を効果的に抑制する計画とした（図－６）。 

 

 

 

 

 

 

図－６ ０段梁接続部詳細図 

 

４．施工実積 

 現在は，現場において土留め杭および中間杭の

打設を進めている。試掘・探査ボーリングの結果，

当初想定と異なる位置に埋設物が存在したため，

適宜杭配置を見直しながら施工を進めている（図

－７）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図－７ 杭配置変更図 

 

５．まとめ 

 多くの課題（埋設物，地下水，周辺構造物）が

ある中で，施工性・経済性・安全性に配慮した仮

設設計を実施した。今後も実際の埋設物の位置に

合わせて柔軟に対応しながら施工を進めていく。

同時に，現場の施工状況から本計画の妥当性や改

善点等を検証していきたい。 

土木学会第72回年次学術講演会(平成29年9月)

 

-1764-

Ⅵ-882

 


